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1 はじめに
携帯電話で PC用Webページ上のコンテンツを閲覧する

には様々な方法がある．その方法の一つとして，携帯電話に
組み込まれているフルブラウザの利用が挙げられる．携帯電
話のフルブラウザは，PC 用Web ページを携帯電話用のレ
ンダリングエンジンを用いて携帯電話上でレンダリングし，
閲覧することを可能にする．しかし，携帯電話の小さな画面
では，PCのような大きな画面に比べ解像度が圧倒的に低く，
PC 用Web ページを閲覧するには画面のスクロール，画面
の拡大・縮小などを駆使する必要があり，閲覧性が低い．ま
た，PC 用Web ページには広告などの多くの副次的な情報
が含まれており，多くの表示領域を使用してしまうことも閲
覧性低下の原因の一つである．
本研究では，PC 用Web ページ上のコンテンツを効率的

に閲覧する方法として，PC 用Web ページから抽出した大
量の情報を，携帯電話向け情報編纂システム [1]を用いて携
帯電話用コンテンツに変換を行うというアプローチをとる．
本稿では PC用Webページの一例として料理レシピの検

索サイトのボブとアンジー1 (以降 “ボブとアンジー”と呼ぶ)
を取り上げる．このWebページの検索結果から情報抽出を
行い，カードモデルに基づく情報編纂システム (第 2章で説
明を行う)を用いて自動変換することで，効率的に携帯電話
向けレシピ検索システム検索が可能になる．

2 カードモデルに基づく情報編纂システム
本研究では，大量の携帯電話用コンテンツを，携帯電話の

一画面に収まる情報に分割したものをカードと呼び，カード
を束ねたものをスタックと呼ぶ．スタックでは束ねたカード
を，順に閲覧することができる (“カードめくり”と呼ぶ)．情
報を携帯電話用のコンテンツとして適切に分割してカードに
収め，カードを束ねてスタックとすることで１つの携帯電話
用コンテンツにまとめるというモデルをカードモデル呼ぶ．
本研究では携帯電話用コンテンツを 1 枚の Flash コンテ

ンツ（カード）に変換し，それらを束ねて 1セットの Flash
コンテンツ（スタック）として生成するカードコンパイラを
試作している [2] ．これにより，大量の情報をスタックに変
換することで閲覧性とファイルサイズを両立した効果的なコ
ンテンツを作成することが可能である．Flashコンテンツは，
Flash Lite 1.12を用いて生成するため，Flash Lite 1.1の再
生が可能な携帯電話において，キャリアや機種の違いによる
互換性を意識する必要なしに利用可能である．
情報編纂とは，情報を取捨選択し閲覧者にとってアクセス

しやすい形にまとめることである．カードモデルに基づく情
報編纂システムは，PC 用Web ページから抽出した大量の
情報から目的の情報を抽出し，携帯電話用コンテンツとして
適切なサイズに分割を行う．また，分割したコンテンツをそ
れぞれカードに収め，カードをスタックとしてまとめた閲覧
性の高いコンテンツの生成を行う．スタックは閲覧性，互換
性，軽量なファイルサイズを考慮したコンテンツとなってお
り，携帯電話上で扱いやすい形式となっている．
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2ビードレンド調査（2008/5/13）では，現在使用されている携

帯電話の 95.6%の機種で再生可能といわれている

図 1: 本レシピ検索システムの実行例

3 レシピ検索システム

3.1 実行例
図 1は本システムによるレシピ検索結果と，カードモデル

に基づく情報編纂システムによるレシピコンテンツである．
本システムでは，図 1において赤枠で囲った検索フォームへ
“レシピ名”または “材料名”を入力することで，それに対応
したレシピの一覧をアクセスランキング順に出力する．出力
されたレシピを選択すると，情報編纂システムによってリア
ルタイムに自動生成されるレシピコンテンツを閲覧すること
ができる．レシピコンテンツには 1つのレシピに関する情報
をまとめてスタックとして収録しているため，何度もページ
へアクセスする必要はない．上下キーを押すことで前後の情
報へスムーズに遷移することができる．レシピコンテンツは
Flashで記述しているため，携帯電話に保存することでオフ
ラインでも利用可能である．

3.2 情報抽出
“ボブとアンジー” とはレシピ名や材料名からレシピを検

索することが可能な PC用Webページである．レシピ検索
結果のページには検索した料理の写真，材料，栄養，調理方
法など，レシピに関する情報に加え，ログイン項目，広告，
プレゼントなど副次的な情報が数種類含まれている．ここか
ら，レシピに関する情報のみを抽出する．レシピ検索結果の
ページは必ず同じレイアウトであり，同じ位置にレシピに関
する情報が羅列されている．このような検索結果を表示する
ページでは基本的に，見た目上の位置だけでなく，DOM構
造も同じ構造であり，隣接したDOMノードに意味的に近い
情報が密集していることが多いため，簡単なWebラッパー
を作成することにより情報の抽出が容易にできる．ここでは，
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抽出したレシピに関する情報は，項目ごとにラベル付けをし
て保存する．本稿では保存する情報として，料理の写真，材
料，作り方を選択した．料理の写真サイズは常に一定である
が，材料，作り方についてはレシピごとに項目数が異なる．
例えば，ニラ玉では材料が 11項目であるのに対し，チキン
ライス弁当のレシピでは材料が 37項目と，レシピごとに大
きく差が出る．通常，これらの情報は 1つのWebページ上
に割り当てるが，これら大量の情報を詰め込んだページは，
縦に長いページとなってしまい，閲覧性が低下する．複数の
Web ページに分割し，リンクを張るといった方法も考えら
れるが，前後の情報の閲覧に何度も通信を必要とするため，
オーバーヘッドが増加し閲覧性が低下する．そこで本システ
ムでは，材料や作り方といった情報が大量にある場合には，
複数枚のカードに分割して割り当てる方法をとる．それぞれ
ののカードサイズは携帯電話の画面サイズと対応しており，
カード内でのスクロールを必要としないため，高い閲覧性を
実現できる．

4 システム構成
図 2に本システムの構成図を示す．レシピ検索のインター

フェース部分は携帯電話用 HTMLとして実装しており，レ
シピ検索フォームを備えている．システムはまず，ユーザが
フォームから送信したクエリ（レシピ名 or材料名）を PC用
Webページの “ボブとアンジー”へ送信し，レシピ一覧アク
セスランキング順で取得してユーザに返す．ユーザがレシピ
一覧から 1つのレシピを選択すると，システムはそのレシピ
の情報を “ボブとアンジー”から取得する．このとき，取得
できる情報は PC 用Web ページの HTML であり，広告や
ログインフォームなどレシピ以外の多数の項目が含まれてい
るため，それらを取り除きレシピ情報だけを抽出する．抽出
したレシピ情報を情報編纂システムへ送信する．情報編纂シ
ステムはÀ情報編纂部，Áコンテンツコンパイラから構成さ
れる．情報編纂部は，レシピ情報を携帯電話での閲覧性を考
慮したコンテンツサイズに分割を行い，それぞれのをカード
に自動変換する．コンテンツコンパイラは，カードの集合か
らスタックを生成する．スタック化されたレシピ情報をユー
ザへ送信する．

5 考察
カードモデルに基づいた携帯電話用コンテンツと携帯電話

用フルブラウザで見るWebページの閲覧性の比較を行う．通
常のWebページにおけるページ遷移がカードモデルにおけ
る “カードめくり”に対応する．本システムのレシピ検索シ
ステムを利用した場合とフルブラウザで PC用Webページ
の “ボブとアンジー”を利用した場合それぞれでレシピの検
索を行う．“タラコスパゲッティで必要なタラコの分量を調
べる”といったタスクを 5種類用意し，6人の被験者それぞ
れのタスクの平均達成時間を閲覧性の評価とした．実験の結
果，フルブラウザによってレシピ検索を行った場合の平均達
成時間は 118.402秒で，本システムを利用した場合は 51.636
秒であった．本システムを用いた場合，フルブラウザによっ
てレシピ検索を行ったときよりも，達成時間を大幅に短縮す
ることができており，閲覧性がが高いと評価できる．この達
成時間の差は，フルブラウザが PC用Webページのレシピ
検索結果をレンダリングするのに必要な時間から生まれてい
ると考えられる．通常のWebページでは，ページ遷移が数
回行われるため，オーバーヘッドが大きくなってしまう．本
システムでは，大量の情報を情報編纂システムにより，携帯
電話での閲覧性を考慮したサイズに変換して，まとまった単
位で配信しているため，データ通信を行う回数少なく，オー
バーヘッドを押さえることができている．
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図 2: 本レシピ検索システムの構成図

6 まとめ
本稿では，携帯電話向け情報編纂システムを用いたレシピ

検索システムの試作について説明した．本研究では，PC用
Web ページ上のコンテンツを閲覧する方法として，PC 用
Web ページから抽出した大量の情報を，携帯電話向け情報
編纂システムを用いて携帯電話用コンテンツに変換を行うと
いうアプローチをとっている．カードモデルに基づいた携帯
電話用コンテンツでは，意味的にひとまとまりの情報を 1ス
タックとするため，余分な通信が削減でき，閲覧性の向上を
行うことができる．本稿では，特定のレシピ情報の検索時間
を携帯電話用フルブラウザで行う場合と，本システムで行う
場合とで比較を行い，カードモデルに基づいた携帯電話用コ
ンテンツが閲覧性に優れていることを示した．本研究室では，
Webページをコンテンツ単位に分割する [3]研究が行われて
おり，DOM構造的とレイアウト情報の両方を考慮したコン
テンツ分割を提案している．本システムで生成したWebラッ
パーは DOM構造に大きく依存しており，DOM構造の変更
に脆弱である．今後，本システムのWebラッパー生成時の
前処理としてこの手法を用い，DOM構造への依存を減らし
たコンテンツ抽出を行うことが課題である．
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